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活用する ICT PC（ZOOM）、ロイロノート 

 

本時の目標 

○持続可能な社会を実現するために、自分自身に何ができるか考えることを通して、社会参画するため

の手がかりをつかみ、発表会を通して、よりよい社会の形成に向けた意欲や態度を身に付ける。 

 

本時の展開 

過程 学習活動 指導の工夫 

導入 

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

終結 

 

【１時間目】 

１．本時の授業の流れの説明 

２．グループ発表（発表時間４分、感想記入１分） 

３．各グループで意見交換する。 

４．全体講評 諸連絡 

【２時間目】 

５．指定された学校の発表を視聴し、感想を記入 

６．自分の関心のある学校の発表を視聴する① 

７．自分の関心のある学校の発表を視聴する② 

８．各学校のロイロノートの『提出箱』に送る 

９．振り返り・まとめ 

 

・事前に発表資料、発表動

画をロイロノートの『提

出箱』にアップロードし

た。 

 

・事前に「自分の関心のあ

る学校の発表」動画をダ

ウンロードし、当日のネ

ット回線に左右されない

ようにした。 

成果 

ロイロノートの提出箱に事前に、発表資料や発表動画を入れておいたことで緊急事態にも対応するこ

とができた。発表当日は、急遽臨時休校になったが、生徒は自宅からZOOMを使って授業に参加し、事

前に提出していた発表動画を再生することで、他の参加校や発表会全体に大きな影響を与えなかった。 

また、ロイロノートを使って発表資料を準備することで、発表資料（カード）の順番を何度も入れ替

えながら、相手に伝わりやすく作成することができた。 

ロイロノートの提出箱を活用することで、世界各地の児童生徒が作成した発表資料や発表動画を瞬時

に共有することができ、国境を越えた意見交換や交流をすることができた。 

 

 

 


